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研究成果の概要（和文）：本研究は、東南アジアと東アジアにおいて英領マラヤ（現マレーシア・シンガポー
ル）を起点として植民地期に形成された様々なネットワークが、現代にどのような形で継承され、機能している
かを学際的な研究チームによって検討した。具体的には、英領マラヤを起点として、中国、台湾、日本、インド
ネシア、タイ、ベトナム、ミャンマーなどなど東アジア・東南アジアの国々との関係性を、流通ネットワーク、
文化ネットワーク、移動ネットワークの歴史と現在をフィールドワークと文献調査を通して検討し、現代の国境
にしばられないアジアの見方の一例を示すことができた。研究成果は、国際シンポジウムや国内学会にて発表を
行った。

研究成果の概要（英文）：In this research we focus on various networks underlying social structure 
and cultural dynamism in contemporary East Asia and Southeast Asia by conducting multidisciplinary 
research by the group of researchers with  various disciplines such as area studies, cultural 
anthropology, and historical studies. By examining colonial networks developed in British Malaya and
 its implications in the modern East and Southeast Asia through fieldwork and the examination of 
literature, we uncovered different layers of networks inherited from the colonial period to the 
present in terms of patterns of commerce, migration, and even cultural dissemination. Through this 
collaborative research we were able to present new perspectives to understand contemporary Asia 
beyond the boundaries of nation states. Some of our findings were presented at international 
symposium and  conferences in Japan.

研究分野：東南アジア研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、東南アジアと東アジアにおいて英領マラヤ（現マレーシア・シンガポール）を起点として植民地期に
形成された様々なネットワークが、現代にどのような形で継承され、機能しているかを、検討した。特に、流
通、文化の伝播、人々の移動を中心に、それぞれのネットワークの歴史と現在をさまざまな分野の研究者が集ま
って検討したことで、現代の国境にしばられないアジアの見方の一例を示すことができた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
（1）代表者は、これまでインドネシアを中心に東南アジアの華人の文化と社会に関する調査を
行ってきた。調査の過程で、植民地期より形成されてきた華人ネットワークが形を変えつ
つも、現代のアジア域内における流通、文化の伝播、人の移動に大きな影響を与えている
ことを認識し、学術的に検証する必要性を強く感じたことから、本研究の構想に至った。 

（2）本研究では、華人研究に軸足を置きながらも、現代東アジア・東南アジアにおける社会構
造や文化ダイナミズムの根底にある様々なネットワークに注目し、地域研究・文化人類
学・歴史学などの学際的研究によって、現代社会への影響力とその範囲を明らかにするこ
とを目的とした。具体的には、英領マラヤを起点として、中国、台湾、日本、インドネシ
ア、タイ、ベトナム、ミャンマーなどなど東アジア・東南アジアの国々との関係性を検証
することとした。換言すると、本研究の目的は、歴史的な地域概念である英領マラヤの現
代的意義を再考することであった。 

（3）研究開始当初、本研究のように植民地期に形成されたネットワークの現代的意義を、総合
的にかつ広域的に現地調査を踏まえて明らかにする試みは、ほとんど例がなかった。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、海域を中心としたアジアにおけるネットワークの歴史と連続性を包括的に
検討することによって、以下の３点を明らかにすることである。 
（1）現代の東アジア・東南アジアへ継承されている旧英領マラヤ・ネットワークの把握 
（2）現代アジアにおける国際関係の相対化 
（3）日本を含めた東アジア・東南アジアにおける今後のネットワーク形成の検討 
 
３．研究の方法 
本研究では、以下の 3課題ごとに歴史と現在を反映した２つの研究テーマを設定した。それ
ぞれのテーマについて、研究組織メンバーが、フィールドワークと文献調査を行い、研究会を
通じて検討を行った。 
課題 1 流通ネットワーク 

 テーマ 1（歴史）：旧英領マラヤ（シンガポール・マレーシア）、旧蘭領東インド（イ
ンドネシア）、東アジアをつなぐ流通ネットワークの歴史の検証 

 テーマ２（現在）：グローバル化時代における企業展開と流通ネットワークの検証 
課題２ 文化ネットワーク 

 テーマ３（歴史）：廟や寺院などの伝統的な宗教組織を通したネットワーク形成と各
地の文化における伝播過程の検証 

 テーマ４（現在）：第二次世界大戦後に東南アジアの国々が独立した後の多民族国家
における特定の文化・宗教とそれらをめぐる言説の伝播の検証 

課題３ 移動ネットワーク 
 テーマ５（歴史）：植民地期における人の移動とその管理をめぐる制度の検証 
 テーマ６（現在）：グローバル化時代における進学や結婚を契機とする人の移動や、
国際労働移動によるネットワークの形成と新たな展開の検証 

 
４．研究成果 
以下に、本研究の過程で明らかになったいくつかの発見のうち、英領マラヤや蘭領東インド
の流通ネットワークや文化ネットワークが、時代を超えてどのように広がり、機能していった
かを具体的に検証した例を以下に挙げる。これらは、研究目的（1）を満たす事例であり、また、
中国とその他の地域という見方をされがちな現代アジアの国際関係を相対化している点におい
て、研究目的（2）を満たす事例も含まれている。ただし、研究分野が多岐にわたるため、研究
目的（3）のように個別事例を超えた大きな枠組みを提示するためには、さらなる検討が必要で
ある。 
（1）特に流通ネットワークと移動ネットワークに関連して、東南アジアの客家系移民に関する
研究をすすめた。客家は、これまで、植民地期の東南アジアにおいて炭鉱労働者として移
民した人々とその子孫が主な対象であったが、本研究では、都市部の客家ビジネスエリー
トらに注目し、インドネシア、香港、日本を結ぶ共同研究を行い、19 世紀末から 20 世紀
中葉にかけて梅県出身の客家系商人が、香港をハブとしながら、インドネシア・マレーシ
アと日本の双方でビジネスを展開していった過程が明らかになった。本成果に関しては、
日本華僑華人学会 2018 年度大会において、パネル発表を行った。また、2019 年 2月にマ
ラヤ大学中国研究所において本研究の成果の一部を共有した。このような地縁や血縁を中
心とするネットワークが、グローバル化時代におけるビジネスネットワークへどのように
展開していったかについては、今後の検討課題である。 

（2）同じく流通ネットワークに関連して、アンダマン海域と南シナ海域の双方における、ツバ
メの巣やナマコといった最終的には華人によって消費される高級食材の流通をめぐって、
経済史に加えて、採集の担い手である海民や森の民など、必ずしも国民国家の管理の枠組
みにおさまりきらない生活をしている人々を対象とした人類学の双方からの知見の共有
ができた。 



（3）文化ネットワークに関連して、土地神という華人伝統宗教の国家を越えた分布状況や、1970
年以降に東南アジアで広がったカトリックのカリスマ運動の展開について、民族間関係や
政治状況なども踏まえた分析が行われた。 
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